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Ⅰ鎗　　　旨

犬吠近海より黒汐本流又l偵岸北上分枝の流路上及び寒流の甫下によりこの海域（犬吠近海より金華山

近海）の海況は例年複雑な汐境を形成している○この暖等両統の消長に上って北上するカツれ　イワシ．

サノミ．マグロ等旋網漁薬の対象魚を調査するため，東北4県（茨城，宮城，岩手．青森）及び北部太平洋

海区旋網漁襲蹄鉄会が共屈して昨年に引続いて5月～7月に亘力本県相当海域を調査したのでその結果を

報告する。
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Ⅱ　目　　　的

この調査は犬吠近海上目ヒ上する黒汐流に乗って北上するカツれ　マグロ，サバ，イワシ等の魚群の来

訪状態を調査し東北海区において操業する旋網各般の誘導．併せて漁況．海況との相関性等について調査

し斯業の発展に寄与する目的で本調査を実施した。
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1　調査時における海況状態

5月　黒汐の流れ相野鼻緒近海上州北東に向っておって20ロ等温執ま5月下旬後半では犬吠近海よ

り黒汐主流の進路同様北東に分布がみられた。一方親汐の流れはE1440　N580付近よめSW～

SSWに張り出しがみられていたが金股に本年は例年に比較し若干高月を示していた○

8月　黒汐の主流は例年より南偏

して流れておって又，この月では水

温の上昇は例年より遅れていた。黒

汐の近海北上分枝は（接岸牙1分枝）

E1450線を北に張り出しておち

て先矧は金華山東に達していた。全

般に黒汐の流鴇の巾は例年に比較し

この年は狭くなっていす二。

7月　具汐の主流の流軸は先月同

様例年より甫備して流れていた。即

ち黒汐は犬吠近海より北東に向って

流れ．北上分枝は金華山東方のE

1450線を北に伸びていた。従っ

て犬吠近海よ　金華山近海は完全

に暖水帯に覆われて7月下旬後半

では25C以上の水帯を示した。
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オ1四　航　跡　国

乗施月日　　5月20日

≠　陛　　8抽－00m

着・陸　12h－0Im

高　度　　　4ロ8m

天　候　　晴

風向風力（E400m）＝′　NNW

視　界　　　20／

牙2圃　航　跡　刃

オ5図　航　跡　囲

実施月日　　5月20日

J7■■一　離陸　15九一08m

着　陸　　1dh－24m

高　度　　　400m

天　供　　晴

風向風力（Ⅲ400m）NNWld′

視．．一界　　　20′

実施月日　　占月5日

離　陸　　15も－20m

着　陸　　　Hb－00m

風向風力（は4口Dm）．．・ENE15′

高　度　　　400m

天　候　　帝．塁

視　界　　1′～15ノ
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実施月日　　8月15日

離　陸　　14ll－22m　■一

着　陸　　17h－45m

風向風力　SW12／～19′（8480m）

祝．界　　10′－55′

天■侯　　　塁

一　高　虔　　　400m

実施月日　　7月17日

離　陸　　　14h－20m

着　陸　　17h－08m

高　度　　　400m

天　候　　　楕所々ガス

風向風力NE20／～8（比400m）

視　界　　　7′～40′


